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【 本資料の作成の考え方 】 

 

本資料は，休校措置にともなって学校の授業時間が十分に確保できない現状をふまえ，令和２年度用教科書

「たのしい算数」について，学校の授業以外で取り組む学習等を年間の指導計画に示したものです。本資料で

は，以下の考え方をもとに，指導計画を作成しています。 

 

〇授業は１単位時間45分で行われることを前提としています（30分の短縮授業などを取り入れる形式は想定し

ていません）。 

〇教科書の主問題（四角番号の問題）は，原則的に授業で扱うこととしています。 

〇一部の主問題については，予習を活用して2時間扱いの部分を1時間で扱うなど，短縮が考えられる箇所を示

しました。 

〇学校の授業以外で取り組む学習活動については，主に知識・技能の習熟を目的とした時間（単元末のたしかめ

問題など）や既習の内容の活用を目的とした特設ページなどを想定しています。 

〇一部の特設ページについては，地域や学校の状況に応じて取り扱わないことも考えられることを示しました。 

 

本資料はあくまで1つの例として示しています。各地域・学校の実情に合わせて，学校の授業以外での学習活

動を増減していただくなど，弾力的にご活用ください。 

 

 

  



【 本資料の見方 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業や授業以外での指導の留意点を

示しています。 

平時の場合の指導時期・指導時数 

授業以外での学習活動を取り入れた

場合の指導時数 

表中でオレンジ色とした箇所を授業

以外にした場合の時数です。表中で

「～することも考えられる」と示した

部分を活用すると，さらに学校の授業

時間を削減することができます。 

平時に授業で扱うことを想定してい

た学習活動のうち，授業以外で取り組

むこととする箇所はオレンジ色をつ

けました。 

また，もともと時数配当されておら

ず，予備時数などで扱うことを想定し

ていた学習活動については，グレーの

色で示しています。 



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点

１　整数と小数 〔アプローチ〕
（教p.10～14） ◎整数や小数を10倍したり1/10 にした

りして，位の変わり方を振り返る。
◎整数や小数を10倍，100倍，…する
と，小数点がそれぞれ右へ１桁，２桁，
…移り，1/10，1/100 ，…にすると，左
に１桁，２桁，…移ることを理解する。
◎いろいろな大きさの数を表すことを
通して，どんな大きさの整数や小数で
も０から９までの10個の数字と小数点
を使って表せることや，整数と小数が
同じ仕組みでできていることを理解す

＊０という数
（教p.14）

＊０の有用性を知り，数への興味・関
心を高める。

たしかめ問題
（教p.15）

3
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  整数や小数を10倍や1/10などし
たときの小数点の移動の仕方や，十
進位取り記数法の仕組みを理解して
いる。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

＊算数たまてばこ

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点

１　三角形，四角形の 〔アプローチ〕
（教p.16～23） ◎三角定規でつくった三角形の角の

大きさについて，共通していることを考
え，三角形の内角の和にきまりがある
のか見通しをもつ。
◎三角形の３つの角の大きさについ
て，角度をはかったり角を並べたりす
ることで，どんな三角形も内角の和が
180°になることを一般化する。

１　整数と小数　（指導時期　４月・３時間）　　→　　授業内2時間 ＋ 授業以外1時間

平時 ： 授業時数150 　→　　授業以外での学習を取り入れた場合 ： 授業内124 ＋ 授業以外26

単元の目標

　整数や小数を10倍，100倍，1000倍，1/10，1/100，1/1000 にしたときの小数点の移動の仕方を理解するとともに，整数と小数が同じ十進位取り記数法
で表されていることの理解を一層深める。
 知  整数や小数を10倍，100倍，1000倍，1/10，1/100，1/1000 にしたときの小数点の移動の仕方を理解する。また，どんな整数や小数でも，０から９まで
の10個の数字と小数点を用いて表せることを理解し，いろいろな大きさの数を表すことができる。
 考  整数と小数を10倍，100倍，1000倍，1/10，1/100，1/1000  にしたときの数の大きさを，小数点の移動の仕方に着目して考えたり，数の表し方の仕組
みに着目して，整数と小数を統合的に捉えたりすることができる。
 主  整数と小数が同じ十進位取り記数法で表されていることやその良さに気づく。

 知  整数や小数を10倍，100倍，1000
倍，1/10，1/100，1/1000にしたときの
小数点の移動の仕方を理解している。

 考  数の表し方の仕組みに着目し，整
数と小数を統合的に捉えている。
 主  整数と小数が同じ十進位取り記
数法で表されていることやその良さに
気づいている。

1
2

1

2

 知  三角形の内角の和は180°であ
ることを理解し，未知の角の大きさを
求めることができる。
 考  いくつかの三角形の内角を調べ
て，三角形の内角の和は180°になる
ことを帰納的に見出している。
 主  三角形の内角の和の学習をもと
に，四角形の内角の和についてもきま
りがあるのか，発展的に問題を見出し
ている。

単元の目標

　三角形の内角の和について理解し，それを活用して，四角形や多角形の内角の和を求めることができる。
 知  三角形，四角形の内角の和について理解し，それを用いて，未知の角度を求めることができる。
 考  三角形の内角の和の性質を帰納的に見出したり，四角形や多角形の内角の和の性質を演繹的に説明したりすることができる。
 主  内角の和のきまりについて，四角形，五角形，……と発展的に学習をひろげようとしたり，四角形などの内角の和を演繹的に導いたことを振り返っ
て，その良さに気づき，五角形などの学習に生かそうとしたりする。

２　図形の角の大きさ　（指導時期　４月・６時間）　　→　　授業内5時間 ＋ 授業以外1時間

※無理なく着実に学習を保障することに配慮し，さまざまな取り組みを行ったうえで，なお年度当初に予定していた内容の指導を年度内に終えることが困
難である場合には，特例的な対応として，内容の一部を次年度の指導で扱うことも考えられる。その場合でも，p.246の「5年の復習」は，今年度中に扱うこ
とが望ましい（次年度に送った学習にあたる問題は省略する）。

５年



3

◎三角形の内角の和が180°であるこ
とをもとに，四角形の内角の和は
360°であることを説明する。

 知  四角形の内角の和は，360°であ
ることを理解し，未知の角の大きさを
求めることができる。
 考  四角形をいくつかの三角形に分
けて，内角の和が360°であることを
演繹的に説明している。
 主  四角形の内角の和の多様な求め
方について，それぞれの考えの良さを
認めたり，考えを関連付けたりしなが
ら，話し合っている。

２　多角形の角
（教p.24～25）

4

◎「五角形」，「六角形」，「多角形」の
用語とそれらの意味を理解するととも
に，三角形の内角の和は180°である
ことを用いて，多角形の内角の和を求
める。

 考  多角形の内角の和について，三
角形や四角形の内角の和をもとに考
え，説明している。
 主  四角形の内角の和の求め方を振
り返り，多角形の内角の和の求め方
にも生かそうとしている。

３　しきつめ
（教p.26）

5

◎合同な三角形や四角形は敷き詰め
られることを，操作を通して理解する。

 知  合同な三角形や四角形は敷き詰
められることを理解している。
 主  図形の敷き詰めについて，平面
のひろがりや模様の美しさに気づいて
いる。

図形の見方を深める学習であるので，地域や
学校の状況に応じて取り扱わないことも考えら
れる。

たしかめ問題
（教p.27～28）

6
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  三角形，四角形の内角の和を用
いて，未知の角の大きさを求めること
ができる。
 考  図と式を関連付けて，多角形の
角の大きさの和の求め方を説明してい
る。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

＊角の大きさの和をま
と
　めよう
（教p.29）

＊多角形の内角の和を表にまとめな
がら，その求め方を辺の数や多角形
の中にできる三角形と関連付けて考え
る。

 知  n角形の内角の和は「180°×（n
－２）」の式で求められることを理解し
ている。
 考  多角形の内角の和の求め方を，
辺の数や多角形の中にできる三角形
に着目して考えている。

ふくろう先生の
なるほど算数教室１
（教p.30～31）

◎様々な敷き詰め模様を観察したり，
つくったりすることを通して，図形に対
する見方を豊かにし，興味・関心を高
める。

 主  敷き詰め模様の観察や構成に主
体的に取り組んでいる。

＊算数たまてばこ

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　２つの量の変わり
方
（教p.32～34） 1

◎比例関係にある２つの数量の変化
の様子を表から読み取り，「比例」の
用語とその定義，性質を理解する。

 知  「比例」の用語とその定義，性質
について理解している。
 考  ２つの数量の関係を表に整理し，
対応や変化の特徴を見出し，説明して
いる。

2

◎ともなって変わる２つの数量が比例
するかどうかを，表をもとにして考え
る。
◎比例関係にある２つの数量におい
て，２つの数量の関係式を活用して，
一方の量からもう一方の量を求める。

 知  ともなって変わる２つの数量の関
係が比例かどうかを判断したり，一方
の量からもう一方の量を求めたりする
ことができる。
 主  前時，表や式を用いて数量の関
係を考察したことを振り返り，本時もそ
れを生かそうとしている。

３　２つの量の変わり方　（指導時期　４月・２時間）　　→　　授業内2時間

単元の目標

　ともなって変わる２つの数量の関係を表に整理して考察し，比例の特徴を見出し，表から比例かどうかを判断することができる。
 知  簡単な場合についての比例関係を理解し，ともなって変わる２つの数量の関係が比例かどうか判別したり，一方の量からもう一方の量を求めたりす
ることができる。
 考  ２つの数量の関係を表に整理し，対応や変化の特徴を見出し，説明することができる。
 主  数量の関係を表や式を用いて考察することや，比例の式を用いて数量を求めることの良さに気づき，学習に生かそうとする。

４　小数のかけ算　（指導時期　４～５月・12時間）　　→　　授業内9時間 ＋ 授業以外3時間

単元の目標

　乗法の意味を拡張し，乗数が小数の場合でも乗法が用いられることを理解し，小数の乗法の計算の仕方を考えたり，筆算で計算したりすることができ
る。
 知  小数の乗法の意味や計算の仕方を理解し，筆算で計算することができる。また，積と被乗数の大小関係や小数の乗法の計算法則などについて理解
する。
 考  数量の関係に着目し，整数をかける乗法をもとに，小数の乗法の意味や計算の仕方について考え，説明することができる。
 主  小数の乗法の意味や計算の仕方について，既習の計算や図を用いて考えようとしたり，発展的に桁数の多い計算などについて考えようとしたりす
る。



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　整数×小数
（教p.35～40）

1

◎乗数が帯小数の場合でも，乗法の
式に表すことができることを，乗数が
整数の場合から類推したり，数直線図
を用いたりして理解する。

 知  乗法の意味を拡張して捉え，帯小
数をかけることの意味や乗数が帯小
数のときの立式を理解している。
 考  帯小数をかけることの意味を，数
直線図などを用いて考え，説明してい
る。

2
3

◎整数×帯小数の計算原理，方法を
理解する。

 知  整数×帯小数の計算の仕方を理
解している。
 考  小数の仕組みに着目し，乗数が
帯小数の乗法の計算の仕方を，既習
の計算に帰着させて考え，説明してい
る。

4

◎乗数が純小数の場合でも，乗法の
式に表すことができることを，数直線
図などを用いて理解し，計算の仕方を
考える。

 知  整数×純小数の意味や計算の仕
方を理解し，立式して計算することが
できる。
 主  整数×帯小数の意味を説明した
方法を振り返り，整数×純小数でもそ
れを生かそうとしている。

5

◎整数×小数の筆算の仕方を理解
し，計算する。

 知  整数×小数の筆算の仕方を理解
し，計算できる。
 主  整数×小数の学習をもとに，小数
×小数がどうなるかと，発展的に新し
い問題を見出している。

２　小数×小数
（教p.41～42）

6

◎小数×小数の意味と計算原理，方
法，筆算の仕方を理解し，計算する。

 知  小数×小数の意味や計算の仕方
や筆算の仕方を理解し，計算できる。
 考  数直線図や既習の整数の乗法な
どをもとに，小数×小数の立式をし，
計算の仕方を考え，説明している。

7

◎小数×小数の筆算の仕方をまとめ
る。また，積の小数点以下の末位の０
を消す処理の仕方や，０を補って正し
い位取りにする処理の仕方を理解し，
計算する。

 知  被乗数や乗数が1/100の位まで
ある小数の場合について，筆算の仕
方を理解し，計算できる。また，積の小
数点以下の末位に０がある場合の処
理や，０を補って正しい位取りにする
処理について理解している。

練習
（教p.43）

8
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容に習熟し，それを
活用する。

 知  小数の乗法の計算の仕方を理解
し，計算できる。また，それを用いて問
題を解決することができる。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

3　積の大きさ
（教p.44）

9

◎小数をかける乗法で，乗数の大きさ
から積と被乗数の大小関係を判断す
る。

 知  乗数の大きさから，積と被乗数の
大小関係が判断できることを理解して
いる。
 考  数直線図上の乗数の大きさに着
目し，積と被乗数の大小関係を見出し
ている。

4　面積の公式と小数
（教p.45）

◎辺の長さが小数の場合にも，面積
の求積公式が適用できることを理解す
る。

 知  辺の長さが小数の場合でも，面
積の求積公式が適用できることを理解
している。

5　計算のきまり
（教p.46）

◎小数の場合にも，乗法の交換法
則，結合法則や分配法則が成り立つ
ことを理解する。

 知  小数の場合にも，乗法の交換法
則，結合法則，分配法則が成り立つこ
とを理解し，それらを計算の工夫など
に用いることができる。

たしかめ問題
（教p.47～48）

12
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  小数の乗法の計算の仕方を理解
し，筆算で計算できる。
 考  整数×小数の計算の仕方を乗法
のきまりを使って考えている。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

復習
（教p.49）

◎復習問題に取り組み，既習事項の
理解を確実にする。

学校の授業以外の場で行う。つまずきが見ら
れる場合は，個別に支援する。

５　体積　（指導時期　５～６月・10時間）　　→　　授業内8時間 ＋ 授業以外2時間

既習の公式や法則が小数でも成り立つか調
べる内容であるので，やや簡易な扱いとし，第
10，11時を1時間で扱う。

10
11
↓
1
時
間
扱
い

単元の目標

　体積の比べ方を考え，体積の単位と求積公式について理解し，直方体や立方体の体積を求めたり，複合図形の求積方法や体積の単位の関係を考察し
たりすることができる。

 知  体積の単位「cm
3
」，「m

3
」とその関係や，直方体や立方体の求積公式について理解し，公式を用いて体積を求めることができる。

 考  単位の考え方を用いたり，図形の構成要素に着目したりして，体積の表し方や複合図形の求積方法，単位の関係について考え，説明することができ
る。
 主  既習の測定の学習をもとに，体積について学習をひろげようとしたり，複合図形の体積の求め方について，多面的に考え，より良い方法を追求しよう
としたりする。



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　直方体と立方体の
体積
（教p.50～58）

〔アプローチ〕
◎教p.50をもとに，長さや面積にどの
ような単位があり，どのように測定した
か振り返り，本単元の学習の見通しを
もつ。

◎直方体や立方体のかさの比べ方を
考え，１辺が１cmの立方体のいくつ分
かでかさを数値化する。
◎「体積」の用語とその意味を理解す

るとともに，体積の単位「cm
3
」を知り，

体積をcm
3
で表す。

3

◎直方体や立方体の求積公式を理解
し，公式を適用して体積を求める。

 知  直方体や立方体の求積公式を理
解し，体積を求めることができる。
 考  単位の考え方や，図形を構成す
る要素に着目して，直方体や立方体
の求積公式を見出している。

◎複合図形の体積を，求積公式を適
用して求める。

＊単位比べ
（教p.57）

＊長さ，面積，体積の単位を比べ，そ
れぞれの単位の理解を深める。

5

◎縦と横の長さが一定の直方体の高
さと体積の変わり方を調べ，高さと体
積が比例することを理解する。

 知  縦と横の長さが一定の直方体で
は，体積は高さに比例することを理解
している。
 考  直方体の高さと体積の関係に着
目し，表や式を用いて変化の特徴を見
出している。

２　いろいろな体積
（教p.59～62） 6 ◎大きな体積の単位「m

3
」を知り，大き

な立体の体積を求める。
 知  体積の単位「m

3
」の意味を理解し

ている。

7

◎１m
3
＝1000000cm

3
の関係を理解す

る。
◎辺の長さが小数の場合にも体積の
求積公式が適用できることを理解す
る。

 知  「m
3
」と「cm

3
」の関係を理解してい

る。また，辺の長さが小数の場合にも
求積公式が適用できることを理解して
いる。

8

◎１辺が10cmの立方体の体積は１Lで

あることを知り，１cm
3
，１m

3
，１mL，１L

の関係を理解する。

 知  「cm
3
」，「m

3
」，「mL」，「L」の関係

を理解している。
 考  １辺の長さに着目し，体積の単位
の関係について考え，説明している。

9
◎「内のり」，「容積」の用語やその意
味と容積の求め方を理解する。

 知  「内のり」，「容積」の用語とその意
味を理解し，内のりを求めて容積を求
めることができる。

たしかめ問題
（教p.63～64）

10
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  体積の単位について理解し，求
積公式を用いて，体積や容積を求め
ることができる。
 考  複合図形の体積の求め方を式か
ら読み取り，図と結び付けて考えてい
る。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

＊算数たまてばこ

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　整数÷小数
（教p.65～70）

1

◎除数が帯小数の場合でも，除法の
式で表すことができることを，除数が
整数の場合から類推したり，数直線図
を用いたりして理解する。

 知  除法の意味を拡張して捉え，帯小
数でわることの意味や除数が帯小数
のときの立式を理解している。
 考  帯小数でわることの意味を数直
線図などを用いて考え，説明してい
る。

2
3

◎整数÷帯小数の計算原理，方法を
理解する。

 知  整数÷帯小数の計算の仕方を理
解している。
 考  小数の仕組みに着目し，除数が
帯小数の除法の計算の仕方を，既習
の計算に帰着させて考え，説明してい
る。

4

６　小数のわり算　（指導時期　６～７月・17時間）　　→　　授業内15時間 ＋ 授業以外2時間

単元の目標

　除法の意味を拡張し，除数が小数の場合でも除法が用いられることを理解し，小数の除法の計算の仕方を考えたり，筆算で計算したりすることができ
る。
 知  小数の除法の意味や計算の仕方を理解し，筆算で計算することができる。また，商と被除数の大小関係や，小数倍と基準量，比較量の関係を理解
する。
 考  数量の関係に着目し，整数でわる除法をもとに，小数の除法の意味や計算の仕方について考え，説明することができる。
 主  小数の除法の意味や計算の仕方について，既習の計算や図を用いて考えようとしたり，発展的に桁数の多い計算などについて考えようとしたりす
る。

 知  体積の単位「cm
3
」の意味を理解

し，体積をcm
3
の単位で表すことができ

る。
 考  既習の面積などから類推して，単
位となる大きさを決め，数値化して体
積を比べる方法を考え，説明してい
る。
 主  面積の学習をもとに，体積も計算
で求めることができないかと発展的に
問題を見出している。

 考  図形の構成の仕方に着目して複
合図形の求積方法を考え，説明してい
る。
 主  複合図形の体積の求め方につい
て多面的に検討し，より問題に適した
求め方をしようとしている。

1
2
↓
1
時
間
扱
い

p.50アプローチページを簡易的に扱い，p.53鉛
筆問題1を授業以外の扱いに，鉛筆問題2を第
3時に，鉛筆問題3を省略することで，p.50～53
を1時間扱いとする。



4

◎除数が純小数の場合でも，除法の
式に表すことができることを，数直線
図などを用いて理解し，計算の仕方を
考える。

 知  整数÷純小数の意味や計算の仕
方を理解し，立式して計算することが
できる。
 主  整数÷帯小数の意味を説明した
方法を振り返り，整数÷純小数でもそ
れを生かそうとしている。

5

◎整数÷小数の筆算の仕方を理解
し，計算する。

 知  整数÷小数の筆算の仕方を理解
し，計算できる。
 主  整数÷小数の学習をもとに，小数
÷小数がどうなるかと，発展的に新し
い問題を見出している。

２　小数÷小数
（教p.71～73）

6

◎小数÷小数の意味と計算原理，方
法，筆算の仕方を理解し，計算する。

 知  小数÷小数の意味や計算の仕
方，筆算の仕方を理解し，計算でき
る。
 考  数直線図や既習の整数の除法な
どをもとに，小数÷小数の立式をし，
計算の仕方を考え，説明している。

スモールステップとするため，p.71主問題1を
設定しているが，児童の実態によっては省略
し，主問題2，3を扱った後に，鉛筆問題だけ扱
うことも考えられる。

7

◎小数（1/100の位）÷小数（1/10の位
 ）の計算原理，方法，筆算の仕方を理
解し，計算する。

 知  小数（1/100の位）÷小数（1/10の
位）の計算について，除数のみを整数
になおせばよいことを理解し，筆算で
計算できる。

8
◎小数÷小数の筆算の仕方をまとめ
る。

 知  小数の除法の一般化した筆算の
仕方を理解し，計算できる。

練習
（教p.74）

9
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容に習熟し，それを
活用する。

 知  小数の除法の計算の仕方を理解
し，計算できる。また，それを用いて問
題を解決することができる。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

３　商の大きさ
（教p.75）

10

◎小数でわる除法で，除数の大きさか
ら商と被除数の大小関係を判断する。

 知  除数の大きさから，商と被除数の
大小関係が判断できることを理解して
いる。
 考  数直線図上の除数の大きさに着
目し，商と被除数の大小関係を見出し
ている。

４　わり進みの計算と
　あまりのあるわり算
（教p.76～78）

11
◎小数でわる除法で，わり進む場合の
筆算の仕方を理解し，計算する。

 知  小数でわる除法で，わりきれるま
でわり進む場合の筆算の仕方を理解
し，計算できる。

12

◎小数でわる除法で，あまりの大きさ
を理解し，計算する。

 知  小数でわる除法では，あまりの小
数点は，被除数のもとの小数点にそろ
えてうつことを理解している。
 考  あまりの大きさを，除数とあまりの
大小関係などに着目して考えている。

13
◎小数でわる除法で，商を四捨五入し
て，概数で求める。

 知  小数でわる除法で，商を概数で表
すことができる。

５　わり算の式
（教p.79） 14

◎小数の除法において，求答事項に
応じて演算決定をすることで，除法の
理解を深める。

 考  数直線図などを用いて，求答事
項に応じて式を考え，説明している。

６　小数倍とかけ算，
　わり算
（教p.80～82）

15

◎比較量を求めるときには乗法，割合
を求めるときには除法が適用されるこ
とを理解する。

 知  比較量を求めるときには，小数の
乗法が適用され，割合を求めるときに
は，小数の除法が適用されることを理
解している。
 考  比較量を求めるときには，小数の
乗法が適用されることや，割合を求め
るときには，小数の除法が適用される
ことを数直線図などをもとに見出して
いる。

16

◎割合が小数のとき，基準量を求める
のに小数の除法が適用されることを理
解する。

 知  基準量を求めるときに，小数の除
法が適用されることを理解している。
 考  基準量を求めるときに，小数の除
法が適用されることを数直線図などを
もとに見出している。

たしかめ問題
（教p.83～84）

17
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  小数でわる除法の計算の仕方を
理解し，筆算で計算できる。
 考  小数でわる除法の計算の仕方を
除法のきまりを使って説明している。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

７　合同な図形　（指導時期　７月・７時間）　　→　　授業内6時間 ＋ 授業以外1時間

単元の目標

　合同の意味や合同な図形の性質について理解し，合同な図形のかき方を考えることができる。また，対角線によってできる三角形についての考察を通
して，平面図形の理解を深める。
 知  合同の意味や合同な図形の性質を理解し，合同な図形を弁別したり，合同な三角形や四角形をかいたりすることができる。
 考  対応する辺や角に着目し，合同な図形のかき方を考え，説明することができる。
 主  合同な図形のかき方を多様に考えようとしたり，自分の方法を見直して，より良い方法を追求しようとしたりする。



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　合同な図形
（教p.85～88）

1

◎２つの図形を重ね合わせる活動を
通して，「合同」の用語とその意味を理
解する。

 知  図形の合同の意味を理解してい
る。
 主  形と大きさが同じ図形に進んで関
わり，ぴったり重ね合わせることのでき
る図形はどれか調べようとしている。

2

◎対応する辺の長さと角の大きさを調
べる活動を通して，合同な図形の性質
を理解する。
◎角の大きさだけが等しくなっていて
も合同とはいえないことを理解する。

 知  合同な図形の対応する辺の長さ
や角の大きさは等しいことを理解して
いる。
 考  図形の構成要素に着目し，角の
大きさだけが等しくなっている２つの図
形は合同といえないことを説明してい
る。

3
◎平行四辺形やひし形に対角線をひ
いてできる三角形について，合同かど
うかを調べる。

 知  平行四辺形やひし形に対角線を
ひいてできる三角形が合同であること
を理解する。

２　合同な図形のかき
方
（教p.89～92）

4
5

◎対応する辺の長さと角の大きさがそ
れぞれ等しいことを用いて，合同な三
角形を作図したり，その方法を説明し
たりする。

 考  図形の構成要素に着目し，合同
な三角形のかき方を考え，説明してい
る。
 主  合同な三角形のかき方を多様に
考えようとしたり，自分のかき方を見直
して，より良い方法を追求しようとした
りしている。

6

◎どこの辺の長さや角の大きさをはか
ればよいかを考えて，合同な四角形を
作図する。

 考  合同な三角形のかき方をもとに，
合同な四角形のかき方を考え，説明し
ている。
 主  合同な三角形のかき方を振り返
り，合同な四角形のかき方に生かそう
としている。

たしかめ問題
（教p.93～94）

7
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  合同な三角形を作図するための
条件を理解し，作図することができる。
また，合同な図形を弁別することがで
きる。
 考  図形の構成要素に着目し，合同
な図形の作図の仕方を見出している。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

ふくろう先生の
なるほど算数教室２
（教p.95）

◎算数を仕事に生かしている方への
インタビューを読み，算数への学習意
欲を高める。

 主  算数が仕事や生活に生かされて
いることを知り，算数・数学の良さや面
白さに気づいている。

復習
（教p.96）

◎復習問題に取り組み，既習事項の
理解を確実にする。

学校の授業以外の場で行う。つまずきが見ら
れる場合は，個別に支援する。

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　偶数と奇数
（教p.97～98）

1

◎２でわったあまりに着目すれば，整
数は「偶数」と「奇数」に類別できること
を理解する。

 知  「偶数」，「奇数」の用語とそれら
の意味を理解し，整数を偶数と奇数に
類別することができる。
 考  乗法や除法に着目し，２つに分類
した数の集まりの中から共通の性質を
見出している。

２　倍数と公倍数
（教p.99～102） 2

◎「倍数」，「公倍数」，「最小公倍数」
の用語とそれらの意味を理解し，倍数
と公倍数を求める。

 知  「倍数」，「公倍数」，「最小公倍
数」の用語とそれらの意味や求め方を
理解し，求めることができる。

3

◎公倍数の手際の良い求め方を理解
する。

 知  公倍数や最小公倍数を求めるこ
とができる。
 主  公倍数の求め方について，多面
的に考え，より良い方法を追求しようと
している。

4
◎公倍数の考え方を活用して，問題を
解決する。

 考  最小公倍数を求めることによっ
て，問題を解決できることを見出して
いる。

３　約数と公約数
（教p.103～106） 5

◎「約数」，「公約数」，「最大公約数」
の用語とそれらの意味を理解し，約数
と公約数を求める。

 知  「約数」，「公約数」，「最大公約
数」の用語とそれらの意味や求め方を
理解し，求めることができる。

８　整数の性質　（指導時期　９月・８時間）　　→　　授業内7時間 ＋ 授業以外1時間

単元の目標

　乗法や除法に着目して整数を考察し，偶数，奇数，倍数，約数などの意味や求め方について理解し，整数の性質について理解を深める。
 知  偶数，奇数，倍数，公倍数，最小公倍数，約数，公約数，最大公約数の意味や求め方を理解し，弁別したり，求めたりすることができる。
 考  乗法や除法に着目し，整数を分類した集まりの中に共通の特徴を見出すことができる。また，倍数や約数を問題解決に活用することができる。
 主  公倍数や公約数の求め方について，多面的に考え，より良い方法を追求しようとする。また，あまりに着目して整数を類別することや，倍数や約数の
良さに気づき，生活に生かそうとする。



6

◎公約数の手際の良い求め方を理解
する。

 知  公約数や最大公約数を求めるこ
とができる。
 主  公約数の求め方について，多面
的に考え，より良い方法を追求しようと
している。

7
◎公約数の考え方を活用して，問題を
解決する。

 考  最大公約数を求めることによっ
て，問題を解決できることを見出して
いる。

たしかめ問題
（教p.107～108）

8
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  偶数，奇数を類別したり，倍数，
約数などを求めたりすることができ，
公倍数や公約数の考え方を活用して
問題を解決することができる。
 考  あまりに着目し，整数の類別の仕
方を見出している。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

読み取る力をのばそう
（教p.109） 1

◎ゲームを通して，かけ算九九の答え
になる数の約数について考え，整数の
性質についての理解を深める。

 考  ゲームのルールを理解し，有利に
なる数を，約数の個数に着目して考
え，説明している。

地域や学校の状況に応じて取り扱わないこと
も考えられる。

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　分数の大きさ 〔アプローチ〕

（教p.110～116） ◎分数の大きさ比べをする中で，分子
も分母も異なる分数の大きさの比べ方
に興味をもつ。
◎分子も分母も異なる分数の大きさの
比べ方について，数直線や図を使って
考え，比べ方を理解する。
◎大きさの等しい分数の分母どうし，
分子どうしに成り立つ関係を理解す
る。

 知  分数は，分母と分子に同じ数をか
けても，分母と分子を同じ数でわって
も，大きさは変わらないことを理解して
いる。
 考  大きさの等しい分数の性質を，い
くつかの例から帰納的に見出してい
る。

3
◎「通分」の用語とその意味，方法を
理解し，通分して分数の大きさを比べ
る。

 知  「通分」の用語とその意味や方法
を理解し，通分したり，分数の大きさを
比べたりすることができる。

4

◎通分する際は，分母の最小公倍数
にそろえると簡単で分かりやすい分数
になることに気づく。
◎３口の分数の通分の仕方を理解す
る。

 知  最小公倍数にそろえる通分の仕
方や，３口の分数の通分の仕方を理
解し，通分することができる。
 主  通分の仕方について，多面的に
考え，より良い方法を追求しようとして
いる。

5
◎「約分」の用語とその意味，方法を
理解する。

 知  「約分」の用語とその意味や方法
を理解し，約分することができる。

２　分数のたし算と
　ひき算
（教p.117～119） 6

◎異分母分数の加法，減法の計算原
理や方法を理解し，計算する。

 知  異分母分数の加法，減法の計算
の仕方を理解し，計算できる。
 考  異分母分数の加法，減法の計算
の仕方について，分母をそろえれば計
算できることを見出し，説明している。

7
◎答えが約分できる加法，減法の計
算や，３口の分数の加法，減法の計算
の方法を理解し，計算する。

 知  答えを約分すると大きさが分かり
やすくなることや３口の加法，減法の
計算の仕方を理解し，計算できる。

8
◎帯分数の加法，減法の計算の方法
を理解し，計算する。

 知  帯分数の加法，減法の計算の仕
方を理解し，計算できる。

たしかめ問題
（教p.120～121）

9
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  分数の約分，通分や，加法，減法
の計算ができる。
 考  分数の意味や単位に着目して，
異分母分数の計算の仕方を説明して
いる。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

読み取る力をのばそう
（教p.122～123） 1

◎音符の長さに分数の考え方が使わ
れていることを知り，楽譜に入る音符
を考えることで，分数の理解を深め

 考  それぞれの音符が示す長さを，
分数を使って考え，１小節に入る音符
を見出している。

地域や学校の状況に応じて取り扱わないこと
も考えられる。

 考  分数の意味に着目したり，数直線
や図を用いたりして，分数の大きさの
比べ方を見出している。
 主  分数の大きさ比べの場面から，異
分母分数の大きさを比べる問題を見
出している。

９　分数のたし算とひき算　（指導時期　９月・９時間）　　→　　授業内7時間 ＋ 授業以外2時間

単元の目標

　分数の意味や表し方についての理解を深めるとともに，通分，約分の方法を理解し，それをもとに異分母分数の加法及び減法の計算の仕方を考え，計
算をすることができる。
 知  通分，約分の意味や方法を理解し，通分や約分をすることができる。また，それらを用いて異分母分数の加法及び減法の計算をすることができる。
 考  分数の性質に着目し，異分母分数の加法及び減法の計算の仕方を考え，説明することができる。
 主  通分や約分の仕方，加法，減法の計算の仕方を多面的に考え，既習事項をもとに考えようとしたり，より良い方法を追求しようとしたりする。

4学年「分数」で学習した「大きさの等しい分
数」を全体で簡単に復習してから扱うことで，
p.111主問題1を短時間で扱い，第2時とあわせ
て1時間で指導する。1

2
↓
1
時
間
扱
い



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　平均 〔アプローチ〕
（教p.124～130） ◎教p.124の場面をもとに，「ならす」と

いうことの意味を理解し，ならした大き
さの求め方に対する興味・関心を高
め，本単元の見通しをもつ。

◎ならした大きさの求め方を考え，「平
均」の用語とその意味や求め方を理解
する。

2

◎資料の中に０がある場合の平均の
求め方や，平均では人数や個数など
の分離量も小数で表せることを理解す
る。

 知  資料の中に０がある場合の平均
の求め方や，平均では人数や個数な
ども小数で表せることを理解している。
 考  平均の意味に着目して，資料の
中に０がある場合の０の処理の仕方を
考えている。

＊仮の平均
（教p.128）

＊数値の大きな資料のときは，きりの
よい数値を基準とし，その数値との差
分の平均を使って，平均を求めること
ができることを理解する。

＊目的にあった平均の
　求め方
（教p.128）

＊極端な数値を外して平均を求めた
ほうが良い場合があることや，平均を
求めた後，端数の処理をしたほうが良
い場合があることを理解する。

4

◎平均を使って，もとの資料の大きさ
を求めたり，全体の量を推定したりす
る方法を理解する。

 知  平均を使って，もとの資料の大き
さを求めたり，全体の量を推定したり
する方法を理解し，求めることができ
る。
 考  平均を活用して，問題を解決する
方法を見出している。

5

◎平均を用いて歩幅を求める。また，
歩幅を使っていろいろな場所のおよそ
の長さを測定する。

 知  平均を用いて歩幅を求めることが
でき，歩幅と歩数から長さを測定する
ことができる。
 主  歩幅を使っていろいろな長さの概
測ができることの良さに気づき，生活
や学習に生かそうとしている。

たしかめ問題
（教p.131）

6
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  平均を求めることができる。また，
それを活用して問題を解決することが
できる。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

ふくろう先生の
なるほど算数教室３
（教p.132）

◎九九表の総計を求める活動を通し
て，平均の考え方の良さや九九表の
面白さを実感する。

 主  平均の考え方を使えば九九表の
総和をうまく求められるという良さや，
九九表の面白さに気づいている。

復習
（教p.133）

◎復習問題に取り組み，既習事項の
理解を確実にする。

学校の授業以外の場で行う。つまずきが見ら
れる場合は，個別に支援する。

＊算数たまてばこ

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　単位量あたりの大 〔アプローチ〕
（教p.134～140） ◎教p.134の場面をもとに，混み具合

は面積と人数の関係で決まることに気
づき，混み具合の比べ方に興味・関心
をもつ。

10　平均　（指導時期　10月・６時間）　　→　　授業内5時間 ＋ 授業以外1時間

単元の目標

　平均の意味や求め方を理解し，平均を求めたり，平均を活用して問題を解決したりすることができる。
 知  ならすことでより妥当な数値が得られる場合は平均を求めるとよいことや，「平均」の用語とその意味や求め方を理解し，いろいろな場面について平
均を求めることができる。
 考  平均の求め方を図や式を用いて考え，説明したり，平均を活用して問題を解決したりすることができる。
 主  平均や歩幅を用いる良さに気づき，生活や学習に生かそうとする。

1
2

 知  「平均」の用語とその意味や求め
方を理解している。
 考  平均の求め方を図や式に表して
考え，説明している。

 知  仮の平均を使って平均を求めるこ
とや，外れ値を除外して平均を求める
ことを理解している。

 考  単位量あたりの考え方を用いて，
混み具合の比べ方を考え，説明してい
る。
 主  混み具合の比べ方について，多
面的に考え，より良い方法を追求しよ
うとしている。

1

3

地域や学校の状況に応じて取り扱わないこと
も考えられる。

11　単位量あたりの大きさ　（指導時期　10月・５時間）　　→　　授業内4時間 ＋ 授業以外1時間

単元の目標

　混み具合などの比べ方を考え，単位量あたりの大きさの意味や表し方を理解し，それを用いることができる。
 知  「単位量あたりの大きさ」の用語とその意味を理解し，いろいろな単位量あたりの大きさを求めて比べることができる。
 考  混み具合などについて，１つの量だけでは比べられないことに着目し，一方の量をそろえてもう一方の量で比較することを見出すことができる。
 主  混み具合の比べ方について，多面的に考え，より良い方法を追求しようとする。また，単位量あたりの大きさで考える良さに気づき，生活や学習に生
かそうとする。



◎人数と面積を用いて，混み具合を比
べることを通して，単位量あたりの考
え方や用い方を理解する。
◎いろいろな１あたりの大きさを求め
ることを通して，「単位量あたりの大き
さ」の用語とその意味を理解する。ま
た，単位量あたりの大きさを利用して，
問題を解決する。

＊単位量あたりの大き
さ
　をさがそう

＊日常生活に用いられている単位量
あたりの大きさを見つけ，その意味に
ついて理解する。

4
◎「人口密度」の用語とその意味を理
解し，計算で求めて比べる。

 知  「人口密度」の用語とその意味を
理解し，人口密度を計算により求め，
比べることができる。

たしかめ問題
（教p.141～142）

5
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  単位量あたりの大きさの意味と求
め方，比べ方を理解している。
 考  混み具合を比べる式について，そ
の意味や計算によって得られた数値
の意味を考え，説明している。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

ふくろう先生の
なるほど算数教室４
（教p.143）

◎単位量あたりの大きさを活用した人
数の数え方について知り，算数の良さ
を実感する。

 主  単位量あたりの大きさの考え方を
使えば人数が簡単に求められるという
良さに気づいている。

＊算数たまてばこ

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　わり算と分数 〔アプローチ〕
（教p.144～147） ◎２，３，４の数字を使っていろいろな

除法の式を考える中で，小数で表せな
い商の存在に気づき，整数どうしの除
法の商の表し方に興味をもつ。
◎整数どうしの除法の商を分数で表
す方法を考え，○÷△＝○/△ の関係
を理解する。

＊分数の意味をふりか
　えろう
（教p.147）

＊これまでに学習した分数の意味（分
割分数，量分数，商分数）について振
り返る。

２　分数倍
（教p.148）

3
◎何倍かを表すときに分数を用いるこ
とがあることを理解する。

 知  割合を分数を用いて表すことがで
きる。

３　分数と小数，整数
（教p.149～151）

4

◎○/△＝○÷△の関係を使って，い
ろいろな分数を小数で表す方法を理
解する。また，分数の中には小数で正
確に表すことができないものがあるこ
とを理解する。

 知  分数を小数で表す方法を理解し，
表すことができる。
 考  ○/△＝○÷△の関係を活用す
れば，分数を小数で表すことができる
ことを見出している。

5
◎小数や整数は分数で表すことがで
きることを理解する。

 知  小数や整数はどんな数でも分数
で表すことができることを理解し，小数
や整数を分数で表すことができる。

6

◎分数と小数が混じった加法や減法
の計算の仕方を理解し，計算する。

 知  分数と小数が混じった加法，減法
の計算の仕方を理解し，計算できる。
 考  分数と小数の相互関係に着目し，
分数と小数が混じった計算では，分数
と小数のどちらかにそろえればよいこ
とを見出している。

たしかめ問題
（教p.152～153）

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

＊どんな小数になるか
な
（教p.153）

＊電卓を使って分数を小数で表し，循
環小数の面白さに気づく。

＊算数たまてばこ

3

1
2

7
↓
配
当
無

うとしている。

 知  「単位量あたりの大きさ」の用語と
その意味を理解し，いろいろな単位量
あたりの大きさを求めて比べたり，問
題を解決したりすることができる。
 主  単位量あたりの大きさで考える良
さに気づき，生活に生かそうとしてい
る。

12　分数と小数，整数　（指導時期　10月・７時間）　　→　　授業内6時間 ＋ 授業以外1時間

p.140主問題3の内容を，p.138主問題2の④と
して取り入れ，p.139「単位量あたりの大きさを
さがそう」は省略することで，p.138～140を1時
間扱いとすることも考えられる。

単元の目標

　整数の除法の商を分数で表す方法を考え，分数と整数，分数と小数の相互の関係を理解する。また，小数と分数が混じった加法，減法の計算をしたり，
分数を用いて倍を表したりすることができる。
 知  分数を用いた整数の除法の商の表し方を理解し，分数と小数，整数を相互に変換したり，小数と分数が混じった加法，減法の計算をしたりすることが
できる。
 考  分数の意味に着目し，整数の除法の商の表し方を考えたり，それを活用して，分数と小数，整数を相互に変換したり，小数と分数が混じった加法，減
法の計算の仕方を考え，説明したりすることができる。
 主  除法の商を分数で表すことができる良さに気づき，学習に生かそうとする。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

 知  整数の除法の商は分数を用いて
表すことができることを理解している。
 考  整数の除法の商を分数で表す方
法について，分数の意味に着目し，図
を用いるなどして考え，説明している。
 主  商が小数では表せない整数の除
法の場面から問題を見出している。

 知  整数の除法の商を分数で表した
り，それを用いて割合を分数で表した
りすることができる。また，分数と小数
が混じった加法，減法の計算ができ
る。
 考  整数の除法の商を分数で表す方
法について，図を用いて考え，説明し
ている。



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　割合と百分率 〔アプローチ〕
（教p.154～160） ◎教p.154の２つの場面を見て，倍（割

合）を使って数量関係が比べられたこ
とを振り返る。
◎２量の関係を比べるのに割合を用
いる場合があることや，その求め方を
理解し，割合を小数で求める。
◎「パーセント（％）」，「百分率」の用語
とそれらの意味を理解し，割合を百分
率で表す。

＊身の回りから％をさ
がそう
（教p.159）

＊日常生活の様々な場面で％が使わ
れていることを知り，百分率について
の興味・関心を高める。

4
◎割合が１より大きい場合に，その割
合を百分率で表す。

 知  割合が１より大きくなる場合につ
いて理解し，その割合を求め，百分率
で表すことができる。

２　割合の使い方
（教p.161～166）

5

◎比べる量は，「もとにする量×割合」
で求められることを理解する。

 知  比較量は，基準量×割合で求め
られることを理解し，求めることができ
る。
 考  割合，比較量，基準量の関係に
着目し，比較量の求め方を考え，説明
している。
 主  身の回りで割合が使われている
場面から，割合についての問題を見
出している。

◎比べる量と割合から，もとにする量
を求める方法を理解する。

＊式に表してみよう
（教p.164）

＊割合，比べる量，もとにする量のそ
れぞれを求める式を比べ，数量関係
の理解を深める。

7

◎比べる量の割合がどれだけになる
かを求めるなどして，もとにする量とそ
の割合から比べる量を求める。

 知  比較量の割合を求め，基準量と
その割合から，比較量を求める方法を
理解している。
 考  割合，比較量，基準量の関係に
着目し，問題解決の方法を見出してい
る。

8

◎比べる量の割合がどれだけになる
かを求め，比べる量とその割合からも
とにする量を求める。

 知  比較量の割合を求め，比較量と
その割合から，基準量を求める方法を
理解している。
 考  割合，比較量，基準量の関係に
着目し，問題解決の方法を見出してい
る。

３　歩合
（教p.167）

◎「割」，「歩合」の用語とそれらの意
味，表し方を理解し，割合を歩合で表
す。

＊割，分，厘
（教p.167）

＊１割の他に，１分や１厘という表し方
を知り，歩合についての理解を深め
る。

たしかめ問題
（教p.168～169）

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

＊人数は同じかな
（教p.169）

＊10％増えた後に10％減ると，もとの
大きさに戻るかを考え，割合の理解を
深める。

読み取る力をのばそう
（教p.170）

1

◎値引きの割合を一定としたとき，定
価の変化にともなって，値引き額が変
化していくことを理解し，それを活用し
ながら買い物の仕方を考える。

 考  割合が一定のとき，基準量の変
化にともなって比較量が変化すること
に着目して買い物の仕方を考えてい
る。
 主  割合の考え方が，日常生活で用
いられていることに気づき，割合を生
活に生かそうとしている。

地域や学校の状況に応じて取り扱わないこと
も考えられる。

＊算数たまてばこ

3

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

 知  比較量と割合から，基準量を求め
る方法を理解し，求めることができる。
 考  割合，比較量，基準量の関係に
着目し，基準量の求め方を考え，説明
している。

 知  割合を歩合で表すことができる。
 考  歩合の良さに気づき，生活や学
習に生かそうとしている。

 知  割合を百分率で表したり，割合，
比較量，基準量を求めたりすることが
できる。
 考  言葉や式などを用いて，割合を用
いた比べ方を説明している。

p.167算数たまてばこを読む程度の短時間で
の扱いとする。

13　割合　（指導時期　11月・10時間）　　→　　授業内8時間 ＋ 授業以外2時間

単元の目標

　割合，百分率の意味を理解し，それらを用いて，２つの数量の関係と別の数量の関係を比べたり，比較量や基準量を求めたりすることができる。
 知  割合を百分率や歩合で表す方法を理解し，割合を求めたり，比較量や基準量を求めたりすることができる。
 考  数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係の比べ方を考えることができる。また，割合，比較量，基
準量の関係に着目し，問題解決の方法を見出すことができる。
 主  百分率や歩合の良さに気づき，身の回りから割合が使われている場面を見出すなど，割合を生活や学習に生かそうとする。

6

9
↓
配
当
無

1
2

 知  「パーセント（％）」，「百分率」の用
語とその意味，表し方を理解し，割合
を求め，百分率で表すことができる。
 主  割合を百分率で表す良さに気づ
いている。

10
↓
配
当
無

 知  割合を用いた２つの数量の関係
どうしの比べ方を理解している。
 考  全体と部分の関係に着目し，数量
の関係どうしの比べ方を見出してい
る。



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　帯グラフと円グラフ 〔アプローチ〕
（教p.171～177） ◎教p.171の３つの場面から，訪日外

国人の割合について興味をもち，棒グ
ラフでは割合が表せないことに気づ
き，本単元の見通しをもつ。
◎帯グラフと円グラフの特徴や読み方
を理解する。

2

◎並んだ帯グラフの特徴を理解する。  知  割合が比較しやすくなるグラフと
して，並んだ帯グラフの特徴を理解し
ている。
 考  資料の合計と割合に着目し，導き
出された結論について，批判的に考察
している。

3

◎帯グラフと円グラフの表し方を理解
し，資料の全体に対する各部分の割
合を求めて，帯グラフと円グラフに表
す。

 知  帯グラフと円グラフの表し方を理
解し，資料の全体に対する各部分の
割合を求めて，帯グラフと円グラフに
表すことができる。

２　グラフの選び方
（教p.178～181）

4
5

◎目的に応じて，適切なグラフを選択
し，資料の特徴を考察する。

 考  既習のグラフの特徴を吟味しなが
ら，グラフを選択し，多面的な視点で
資料の特徴について考察している。
 主  グラフの読み取りを通して，問い
を見出し，その問いを解決するために
新たなグラフをつくって追求しようとし
ている。

表やグラフを生かそう
（教p.182～183）

◎統計的な問題解決の方法を知り，
様々な事柄を調べる際に活用する。

 知  資料の収集や適切な手法の選択
など，統計的な問題解決の方法を理
解している。
 主  統計的な問題解決の方法の良さ
に気づき，生活や学習に生かそうとし
ている。

学校の授業以外において，ｐ.76,77を読む。社
会や総合的な学習の時間などに，この統計的
な問題解決を意識して活動させるとよい。

たしかめ問題
（教p.184～185）

6
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  帯グラフの読み方を理解してい
る。また，資料を円グラフに表すことが
できる。
 考  グラフの特徴に着目し，目的に合
わせて適切なグラフを考え，選択する
ことができる。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　正多角形 〔アプローチ〕
（教p.186～190） ◎正多角形のもつ「対称性」や「美し

さ」を感じ，正多角形と円とのつながり
に気づく。
◎紙を折ったり切ったりして，正六角
形や正八角形を作り，「正多角形」の
用語とその定義を理解する。

2

◎円を用いた正多角形のかき方を理
解する。

 知  正多角形の定義や性質を用い
て，正多角形を作図することができ
る。
 考  正多角形の定義や性質に着目
し，円と組み合わせて作図の仕方を見
出している。

14　帯グラフと円グラフ　（指導時期　11月・６時間）　　→　　授業内5時間 ＋ 授業以外1時間

単元の目標

　帯グラフや円グラフの特徴とそれらの用い方を理解し，一連の統計的な問題解決の方法を理解し，結論について多面的な考察を行うことができる。
 知  帯グラフや円グラフの特徴とそれらの読み方や表し方を理解するとともに，資料の収集や適切な手法の選択など統計的な問題解決の方法を理解す
る。
 考  資料の特徴や傾向に着目し，問題を解決するために適切なグラフを選択したり判断したりすることができる。また，資料を分析して導き出された結論
について，批判的に考察することができる。
 主  統計的な問題解決の良さや，帯グラフや円グラフの良さに気づき，生活や学習に生かそうとする。また，身の回りの事象から問題を見出し，その問題
を解決するためにグラフをつくって追求しようとする。

15　正多角形と円　（指導時期　11～12月・９時間）　　→　　授業内7時間 ＋ 授業以外2時間

単元の目標

　図形の構成要素に着目して正多角形の特徴を見出し，それをもとに正多角形をかくことができる。また，円周と直径の長さの関係を考察し，円周率の意
味や円周の長さの求め方について理解する。
 知  正多角形の定義を理解し，円を用いて正多角形をかくことができる。また，円周率の意味を理解し，円周の長さを公式を用いて求めることができる。
 考  辺の長さや角の大きさなどに着目して，正多角形の特徴や作図の仕方を見出すことができる。また，直径と円周の長さの関係を帰納的に見出した
り，それを用いて問題を解決したりすることできる。
 主  正多角形や円のもつ対称性や美しさに気づき，それらの特徴について追求しようとしている。

 知  帯グラフと円グラフの特徴や読み
方を理解し，全体と部分，部分と部分
の関係を読み取ることができる。
 主  帯グラフと円グラフの良さに気づ
き，生活や学習に生かそうとしている。

 知  正多角形の定義を理解している。
 考  図形の構成要素に着目し，正多
角形の特徴を見出している。
 主  正多角形や円のもつ対称性や美
しさに気づき，それらの特徴について
追求しようとしている。

1

1



3

◎円を用いた正六角形のかき方を理
解し，正多角形の理解を深める。

 知  正六角形の定義や性質を用いた
作図の仕方を理解している。
 考  正六角形の定義や性質に着目
し，コンパスで作図できるわけを筋道
立てて説明している。

２　円周と直径
（教p.191～196）

◎「円周」の用語とその意味を理解し，
円周が直径の長さの約何倍になって
いるかを調べる。

 知  ｢円周｣の用語とその意味を理解
している。
 考  円の半径などに着目し，円周の
長さが直径の長さの何倍になっている
かを図を用いて説明している。

◎円周の長さは，直径の長さの約何
倍になっているかを，身の回りにある
円を用いて調べ，「円周率」の用語とそ
の意味を理解する。

 知  どの円についても円周÷直径の
値は一定であり，その値を「円周率」と
いうことを理解している｡
 考  身の回りの円形の物の直径と円
周を調べて，帰納的に円周が直径の
約3.1倍であることを見出している。

6

◎円周の長さを求める公式を導き，そ
れを適用する。
◎円周の長さを求める公式を使って，
円周の長さから直径の長さを求める。

 知  円周の長さを求める公式につい
て理解し，円周の長さを求めたり，直
径の長さを求めたりすることができる。

7

◎円の直径の長さと円周の長さの変
わり方を調べ，直径の長さと円周の長
さが比例することを理解する。

 知  円周の長さは直径の長さに比例
していることを理解し，それを用いて円
周の長さを求めることができる。
 考  円の直径の長さと円周の長さの
変わり方を表や式から考え，比例関係
があることを見出している。

8

◎円周の長さと，その円の直径上につ
くったいくつかの小さな円の円周の長
さの和について考察し，円周，直径，
半径の関係の理解を深める。

 考  ２つの式を比べて，それらが等し
くなることを説明している。
 主  ２つの円周の長さが等しくなる面
白さに気づき，形を変えても同じことが
いえるだろうかと発展的に学習をひろ
げている。

学習を活用するやや発展的な内容であるた
め，地域や学校の状況に応じて取り扱わない
ことも考えられる。

たしかめ問題
（教p.197～198）

9
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  「正多角形」，「円周率」の意味
や，円周の長さを求める公式を理解
し，円周の長さや直径の長さを求める
ことができる。
 考  正多角形の角の大きさの求め方
を，正多角形が合同な二等辺三角形
で構成されていることをもとに説明して
いる。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

ふくろう先生の
なるほど算数教室５
（教p.199）

◎円周率についての歴史を知り，円周
率に対する興味・関心を高める。

 主  円周率の歴史に興味・関心をもち
進んで理解を深めようとしている。

復習
（教p.200）

◎復習問題に取り組み，既習事項の
理解を確実にする。

学校の授業以外の場で行う。つまずきが見ら
れる場合は，個別に支援する。

＊どんな計算するのか
な
（教p.201） 1

＊問題場面を捉え，対応する数直線
図を選び，演算決定をする。

 知  数直線図を使って，問題場面から
立式することができる。
 考  問題場面の数量の関係に着目
し，数直線図に表すことで，立式につ
いて考えている。

地域や学校の状況に応じて取り扱わないこと
も考えられる。

＊算数たまてばこ

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　平行四辺形の面積 〔アプローチ〕
（教p.202～208） ◎教p.202の６つの図形を，面積の求

め方を学習した図形と学習していない
図形に分類し，本単元の学習の見通
しをもつ。
◎平行四辺形の面積は，長方形に等
積変形して求められることを理解す
る。

16　四角形と三角形の面積　（指導時期　１～２月・12時間）　　→　　授業内11時間 ＋ 授業以外1時間

単元の目標

　平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積の求め方を考え，公式を導き出してそれらの面積を求めることができる。
 知  平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積の求め方を理解し，公式を用いて面積を求めることができる。
 考  既習の図形の面積の求め方をもとにして，平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積の求め方を工夫して考えるとともに，その求め方を振り返
り，簡潔かつ的確な表現に高め，求積公式を導くことができる。
 主  求積が未習の図形の求積方法について発展的に考えようとするとともに，その方法について，既習事項を用いて考えようとする。

 考  既習の長方形の面積の求め方を
もとにして，平行四辺形の面積の求め
方を考え，説明している。
 主  面積の求め方を学習した図形を
振り返り，平行四辺形などの面積も求
めることができないかと，問題を見出し
ている。

1

4
5
↓
1
時
間
扱
い

p.191主問題1の内容は全体で確認する程度
の扱いとし，p.192主問題2と合わせて，1時間
の扱いとする。



2

◎平行四辺形の「底辺」，「高さ」の用
語とそれらの意味を理解し，それらを
用いて求積公式をまとめ，面積を求め
る。

 知  平行四辺形の「底辺」，「高さ」の
用語とそれらの意味や，求積公式を理
解し，公式を適用して面積を求めるこ
とができる。
 考  平行四辺形の面積の求め方を振
り返り，簡潔かつ的確な表現に高め，
求積公式を導いている。

3

◎平行四辺形の高さが底辺の延長線
上にある場合も，求積公式が適用でき
ることを理解する。

 知  平行四辺形の高さが底辺の延長
線上にある場合も求積公式が適用で
きることを理解し，求めることができ
る。
 考  既習の平行四辺形の面積の求め
方をもとにして，高さが底辺の延長線
上にある場合の面積の求め方を考
え，説明している。

4

◎底辺の長さが一定の平行四辺形
の，高さと面積の変わり方を調べ，高
さと面積が比例することを理解する。

 知  底辺の長さが一定の平行四辺形
について，高さと面積の関係を，式や
表を用いて調べることができる。
 考　底辺の長さが一定の平行四辺形
の高さと面積の変わり方を表や式から
考え，比例関係があることを見出して
いる。

２　三角形の面積
（教p.209～213）

5

◎三角形の面積は，倍積変形や等積
変形して既習の求積公式を適用すれ
ば求められることを理解する。

 考  既習の長方形や平行四辺形の面
積の求め方をもとにして，三角形の面
積の求め方を考え，説明している。
 主  平行四辺形の面積を求めたこと
を振り返り，三角形も面積を求めるこ
とができないかと，発展的に新しい問
題を見出している。

6

◎三角形の「底辺」，「高さ」の用語と
それらの意味を理解し，それらを用い
て求積公式をまとめ，面積を求める。

 知  三角形の「底辺」，「高さ」の用語
とそれらの意味や，求積公式を理解
し，公式を適用して面積を求めること
ができる。
 考  三角形の面積の求め方を振り返
り，簡潔かつ的確な表現に高め，求積
公式を導いている。

7

◎三角形の高さが底辺の延長線上に
ある場合も，求積公式が適用できるこ
とを理解する。

 知  三角形の高さが底辺の延長線上
にある場合も求積公式が適用できるこ
とを理解し，求めることができる。
 考  既習の三角形の面積の求め方を
もとにして，高さが底辺の延長線上に
ある場合の面積の求め方を考え，説
明している。

３　いろいろな四角形
　の面積
（教p.214～217）

8

◎台形の面積を倍積変形，等積変形
したり，三角形に分割したりして既習
の求積公式を適用すれば求められる
ことを理解する。

 考  既習の図形の面積の求め方をも
とにして，台形の面積の求め方を考
え，説明している。
 主  平行四辺形や三角形の面積を既
習の図形に帰着させて求めたことを振
り返り，台形の面積でもその方法を用
いて考えようとしている。

9

◎台形の「上底」，「下底」，「高さ」の
用語とそれらの意味を理解し，それら
を用いて求積公式をまとめ，面積を求
める。

 知  台形の「上底」，「下底」，「高さ」の
用語とそれらの意味や，求積公式を理
解し，公式を適用して面積を求めるこ
とができる。
 考  台形の面積の求め方を振り返り，
簡潔かつ的確な表現に高め，求積公
式を導いている。

◎ひし形の面積を，既習の求積公式
を適用するなど工夫して求める。

＊面積をくふうして求
　めよう
（教p.217）

＊平行四辺形や長方形の中に空白部
分がある場合について，工夫して面積
を求める。

４　面積の求め方のく
ふう
（教p.218） 11

◎一般四角形や五角形の面積を，既
習の求積公式を適用するなど工夫し
て求める。

 知  一般四角形や五角形の面積を求
めることができる。
 考  一般四角形や五角形を求積でき
る図形に変えるなど，工夫して面積の
求め方を考えている。

たしかめ問題
（教p.219～220）

12
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  平行四辺形，三角形，台形，ひし
形の面積の求め方を理解し，求積公
式を用いて面積を求めることができ
る。
 考  たこ形四角形の面積の求め方を
ひし形の面積の求め方から類推した
り，式から読み取ったりして，図と結び
付けている。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

読み取る力をのばそう
（教p.221）

1

◎長方形，平行四辺形の内部に点を
とり，各頂点とその点とを結んだときに
できる三角形のうち，向かい合った２
つの面積の和が，もとの長方形や平
行四辺形の面積の半分であることを
説明する。

 考  長方形の中にできた２つの三角
形の面積の和が，長方形の面積の半
分であることを，図形の合同や，求積
公式に着目して説明している。
 主  長方形でいえることが平行四辺
形でも同様にいえるか，発展的に新し
い問題を見出している。

地域や学校の状況に応じて取り扱わないこと
も考えられる。

＊算数たまてばこ

10

 知  ひし形の求積公式を理解し，面積
を求めることができる。
 考  ひし形を求積できる図形に変える
など，工夫して面積の求め方を考えて
いる。



小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　速さ 〔アプローチ〕
（教p.222～229） ◎教p.222の場面をもとに，速さは時間

と道のりで決まることに気づき，速さの
比べ方に興味・関心をもつ。
◎速さを比べるためには，単位量あた
りの大きさを使えばよいことを理解す
る。

2

◎速さを求める式を理解するととも
に，「時速」，「分速」，「秒速」の用語と
それらの意味を理解する。

 知  「時速」，「分速」，「秒速」の用語と
それらの意味や，求め方を理解し，道
のりと時間から速さを求めることがで
きる。

3

◎数直線図や速さの意味をもとにして
道のりを求め，道のりを求める公式を
導く。

 知  道のりは，「速さ×時間」で求めら
れることを理解し，道のりを求めること
ができる。
 考  数直線図や速さの意味などをもと
にして，道のりを求める式を考え，説
明している。

4

◎数直線図や速さの意味，道のりを求
める式をもとにして時間を求め，時間
を求める公式を導く。

 知  時間は，「道のり÷速さ」で求めら
れることを理解し，時間を求めることが
できる。
 考  数直線図や速さの意味，道のりを
求める式などをもとにして，時間を求
める式を考え，説明している。

◎単位が異なる場面について，速さの
比べ方を理解するとともに，「時速」，
「分速」，「秒速」の変換の仕方を理解

＊自分の歩く速さを調
べよう
（教p.229）

＊自分の歩く速さを調べる活動を通し
て，速さを実感し，速さに対する理解を
深める。

たしかめ問題
（教p.230～231）

6
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  速さや道のり，時間を求めること
ができ，それを用いて問題を解決する
ことができる。
 考  仕事の速さを比べるのに，時間を
一定にしたり，仕事量を一定にしたりし
て考えている。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

＊算数たまてばこ

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 学校の授業以外の場で扱う場合の留意点
１　立体 〔アプローチ〕
（教p.232～237） ◎教p.232～233上段の写真を見て，

立体に対する興味・関心をもつ。
◎基本的な立体図形を，面の形や面
の位置関係などに着目して分類する。

1

 考  道のりと時間の関係に着目し，単
位量あたりの大きさの考え方をもと
に，速さの比べ方を考え，説明してい
る。
 主  速さの比べ方について，単位量あ
たりの大きさの学習を生かして考えよ
うとしている。

 考  立体図形の構成要素やその位置
関係に着目し，分類の仕方を考え，説
明している。
 主  身の回りの建物などから立体図
形を見出し，立体の特徴を調べようと
している。

18　角柱と円柱　（指導時期　２～３月・７時間）　　→　　授業内5時間 ＋ 授業以外2時間

単元の目標

　図形の構成要素に着目して立体を分類し，角柱と円柱の定義，性質を理解するとともに，それらの見取図，展開図をかくことができる。
 知  角柱や円柱の定義，性質を理解し，見取図や展開図をかいたり，構成したりすることができる。
 考  図形の構成要素や位置関係に着目し，立体図形を分類したり，性質を見出したりすることができる。
 主  身の回りの物から立体図形を見出して調べようとしたり，既習の図形の見方などを生かして立体の特徴や構成の仕方を考えようとしたりする。

1

5

 知  「時速」，「分速」，「秒速」の関係
を理解し，単位換算することができる。
 主  速さの表し方や道のりの求め方
などを生活や学習に生かそうとしてい
る。

単元の目標

　速さの比べ方を考え，速さの意味をもとにして道のりや時間を求める式を導き，それぞれを求めることができる。
 知  速さの意味や表し方，及び，速さ，道のり，時間の求め方を理解し，計算で求めることができる。
 考  速さを比べるのに，時間を一定にしたり，道のりを一定にしたりして考え，説明することができる。また，速さの意味や数直線図をもとにして，道のりや
時間を求める式を考え，説明することができる。
 主  速さの比べ方について，単位量あたりの大きさの学習を生かして考えようとする。また，身の回りから速さが用いられている場面を見つけるなど，速さ
の表し方や道のりの求め方などを生活や学習に生かそうとしている。

17　速さ　（指導時期　２月・６時間）　　→　　授業内5時間 ＋ 授業以外1時間



◎「角柱」，「円柱」の用語とそれらの
定義や特徴を理解する。また，それら
の「底面」，「側面」，「高さ」の意味を理
解する。

 知  「角柱」，「円柱」の用語とそれら
の定義や性質，「底面」，「側面」，「高
さ」の意味を理解している。
 考  立体図形を観察し，角柱や円柱
の面の形，辺や面の平行及び垂直な
どの特徴を見出している。

◎角柱の頂点，辺，面の数について
調べ，表や式に表すことを通して，角
柱の特徴について考える。

 考  角柱の底面と側面に着目し，頂
点，辺，面の数のきまりを見出してい
る。

２　見取図と展開図
（教p.238～240）

4
◎三角柱や円柱の見取図のかき方を
理解する。

 知  三角柱や円柱の見取図のかき方
を理解し，かくことができる。

5

◎三角柱の展開図について，辺と辺，
辺と面，面と面のつながりなどを読み
取ったり，工作用紙に展開図をかい
て，実際に三角柱をつくったりする。

 知  立体を組み立てたときや展開した
ときの面や辺の位置を理解し，展開図
をかくことができる。
 主  角柱の展開図の学習をもとに円
柱の展開図について，発展的に新しい
問題を見出している。

6

◎円柱の展開図がどのような形になる
かを理解し，側面部分の長方形の辺
の長さを求めたり，工作用紙に展開図
をかいて，実際に円柱をつくったりす

 知  底面の円周の長さと，側面の横
の長さが等しくなることを理解し，円柱
の展開図をかくことができる。

たしかめ問題
（教p.241～242）

7
↓
配
当
無

◎基本的な学習内容を理解している
か確認し，それに習熟する。

 知  角柱の特徴や，見取図，展開図
及び構成の仕方を理解している。
 考  角柱の底面と側面に着目して，角
柱を考え，見出している。

学校の授業以外の場で行うか，答え合わせの
み授業内で短時間で行う。つまずきが見られ
る場合は，個別に支援する。

ふくろう先生の
なるほど算数教室６
（教p.243）

◎トイレットペーパーの芯を用いて，円
柱の側面の展開図が平行四辺形にも
なることを知り，その展開図を問題解
決に活用する。

 考  芯の直径が２倍になると平行四
辺形の斜辺は変わらず，底辺が２倍
になることを展開図をもとに考えてい
る。
 主  身の回りに隠れている算数に興
味・関心をもち，進んで調べようとして
いる。

＊変わり方を調べよう
（教p.244～245） 1

＊２つの数量関係を表や図を使って調
べ，それを式に表して未知の数量を求
める。

 考  ともなって変わる２つの数量の関
係を，図や表を使って調べ，規則性を
見出している。

５年の復習
（教p.246～249）

1
2
↓
1
時
間
扱
い

◎５学年の復習問題に取り組み，既習
事項の理解を確実にする。

問題を解くのは，授業以外の場とする。答え合
わせは授業以外で行うか，授業内で1時間扱
いで行う。つまずきが見られる場合は，個別に
支援する。

プログラミングに
ちょうせん！
（教p.250～251）

◎プログラミングソフトを使って，正多
角形をかくためのプログラムを考え
る。

 考  正多角形の定義や命令ブロック
の仕組みをもとに，どのようなプログラ
ムをつくればいいか考えている。
 主  プログラムを使えば手作業では
難しい作図も簡単に行えることなど，
プログラムの良さに気づいている。

＊算数たまてばこ

p.236鉛筆問題を授業以外の扱いとし，p.237
主問題3について，式に表す活動まで行わず
に，きまりを話し合う程度にして，p.235～237を
1時間扱いとする。

2
3
↓
1
時
間
扱
い


